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1 ．は じめ に

　大規模災害時に は．防災担当機関の 対応には 限界が あ

り，被災現 場に い る 住民 の 対応力に期待する と こ ろ が 大

き い。減災の た め に は，平 常時か らの住民の 意 識啓発 や

災害対応訓練等へ の 取り組み，そして 災害時に お ける 住

民 によ る適切な 応急 活 動 の実施が欠 かせな い 。

　 そ こ で 本 研 究 で は，平 常 時 に必 要 とされ る住 民 の 防災

活動 を支援する こ とを 目的として ，GIS （地理情報 シ ス

テ ム ） ペース の 防 災 マ ッ プ作成 支援 シ ス テ ムの 開 発 を 行

っ た。本報で は，防災マ ッ プ作成支援 システ ム の 概 要及

び，実証 実験 の 結 果 に つ い て報告す る。

2 ．防災マ ッ プ作成支援シ ス テ ム の 開発

　防災マ ッ プ作 成 支援 シ ステ ム は，住民が集め た地域防

災 情 報 等 の 様 々 な情報 を 盛 り込 んだ 防 災 マ ッ プ・地 域 点

検マ ッ プ の 作成を支援するだけで なく，様々 な情報を効

率 良 くデータベ ース 化 し，簡 易な 操作 で ，必 要 とす る防

災関連情報の 検索や 地域の 防災性評価，またそ の 結果 を

基 に ， 自宅 か ら避難所ま で の 安全 な 避難ルートの 検酎 や

図上 訓練の 実施等 も支援す る 。

2 ． 1　 本シス テ ム の 開発環境

　防災マ ッ プ作成支援 シス テ ム は，GIS エ ン ジ ン として

lnformatix社 の SIS　Map 鬮 eu 。τv 釘 ．60 を用 い ，そ して

これ を カス タ マ イズす るマ ク ロ 言語と して Microsoft社
の Visual　Basic．NET を用 い た。また ， シス テ ム の 開発 に

あ た り，防災マ ッ プの 基盤 とな る地図デ
ー
タ と して，ゼ

ン リン の Zmap ・Town 皿をテ ス ト環 境と し て用 い たが，住
宅地 図 レベ ル の 地 図 を 用 意 せず と も数値 地図 2500 の 家

屋 形状 が 存在 しな い 地 図で も使用する こ とが 可 能で あ る。

2 ． 2　 防災マ ッ プ作成支援シ ス テ ム の 機能
　本 シ ス テ ム は ，防災情報の デ

ー
タベ

ー
ス を 行 う機能，

防災情報の 検索機能，及 び防災性評 価機能があ る 。 以下

に各機能の 説 明 を示 す。
  防災 マ ッ プ作 成 機 能及 びデータベ ー

ス 作 成 機 能

　地域 内の 建 物 や 道 路，ブ ロ ッ ク塀 ・電 柱 とい っ た 沿道 工

作物，地域の 防災情報，災害時要 救護者，災害時 に 活 用

で きる 資機材が あ る場所等，地域 の 様 々 な 情報 を効率 良

くデ
ー

タベ ー
ス 化 し，同時に ビジ ュ ア ルな分か りや すい

防災マ ッ プとして 提供が可能で ある。ま た，防災マ ッ プ

をわ か りや すく表 現するた め に，セー
フ デザイ ン株 式 会

社提供の 各種アイ コ ン
｝）

及 び，本学 で 作成 した アイ コ ン

を使 用 して い る。防災 マ ッ プの 作 成例 を 図 1 に示 す e

　 また，作成 され た 防災マ ッ プは，そ の 場で 用 紙 サ イ ズ

の 指定，方位・ス ケール ・凡 例等 を配置 して印刷が可能で

あ り，PDF 形 式の データ と して も保存 が 可 能 で あ る。
  防災情報 の 検索機能

　 地域 の 中に 点 在す る 多様 な 情報 の 中か ら，住 民 が必 要

とす る情報 を属 性 指 定やバ ッ フ ァ 指定等の 様々 な方法で

容易に検索す る こ とが で き る 。

  防災性 評 価機能

　防災情報 の データ ベ ー
ス 作 成機 能 によ っ て 作 成 され た

防災情報 を基 に，簡易耐震診断や避難経路検索を活用 し，
地域内の 防災性 を評 価する こ とが 可能 で あ る。簡易 耐震

診 断 は，いわ せ 構造設計室
2｝

の 評価法 を用 い て ，設問に

答え て い くこ とで ， 家屋 の 耐震 性 を A 〜 D の 4 ラ ン クに

評価 す る。避難経路検索は，道路沿道 の 倒壊の 可 能性が

ある 家屋 ・ブロ ッ ク塀 ・電柱 を取得 して ， 避 難活 動 が 困 難

とな る道路 を抽出 した 後，そ の 抽 出結果 を基 に，避難所

まで の 安全な最短避難経路を検索，またそ の 距離を表示

す る こ とが 可 能 で あ る。

図 1 防 災 マ ッ プ作成 時 の 画 面
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3 ．シス テ ム の 実証実験

　本 シス テ ム は，紙地 図 を用 い て 防災情報 を収集 し，室

内 で 作業する こ と を前提と して い る 。 しか し，近年の パ

ソ コ ンの 発 達に よ り， 路上で も作 業 が 可 能なパ ソ コ ンが

出て きた 。 そ こ で．路上 で も使用 が可 能な ペ ン 型入 力 の

タ ブ レッ トパ ソ コ ン （以 下，タ ブ レッ ト PC）を 用 い て 本

シ ス テ ムの 実証実験を行っ た。実証実験 を行 うに あたり，
2005年 8 月 7 日 に開催 された 愛知 県豊橋市飽海町の防災

まちづ く りワ
ー

クシ ョ ッ プの
一

環として シ ステ ム の 実証

実 験 を行 っ た。

3 ． 1　 実証実験の概要

　実証実験は ， タ ブ レッ トPC で行い，躙 査員が実験地

域 を巡回 して，地域内の 消火器や消火栓等の 防災情報の

データベ ー
ス 化 を行 っ た。

　実験で は，調 査班を A 班，B 班，　 C 班 の 3 組に 分けて

行 い，調査 内容 は，消火 器，消火 栓，資 材 倉 庫，食 料品

店，民間施設，道路閉塞注意箘所，ブ ロ ッ ク塀等の 倒壌

注意箇所等を調査 した。また ， C 班 の み は ， 上 記 の 調査

内容 に加え，道路幅員．ブ ロ ッ ク塀高 さ，電柱，消火器

の 管理番号 ， 消 火器 の 使用期限の 内容 も調 査 した。
　 調査人数及 び，調 査機材は，A 班が 調査 員 1名で ，SONY
製の VAIO 　TypcU を用 い て行 っ た．　B 班は，調 査員 1名
で 富士 通製の FMV −STYLISTIC 　TBIIR を用 い て ，　 C 班

は，調 査員 2名で 富士通製の FMV −STYLISTIC　TBIl1R を

用 い た。調 査員 は
，

工 学 院大学 の 学 生 で あ り，シ ス テ ム

を使用 する 学生の パ ソ コ ン リテラシーは，衷計算 とワ
ー

プロ で 文章が作成でき る程度で ある。
　 情報入 力 に際 して は ， 本 シス テ ム の機 能 を用 い て，発

見 した 対象物 を使 用機器 の 画 面の 地図 上 をペ ン で タ ッ チ

又は，クリッ ク しなが ら情報 を入力 して 行っ た。実験風

景 を 写ft　1に 示 す。

写 真 1 実雛実験風景

3 ．2 実験 の 結果

　図 2に A 班で 行っ た調査結果を示す 。 調査 時 間は ， A

班 と B 班 共 に 1 時間程 度で 終了 し，C 班 は 2 時 間 30分

で あ っ た。鯛査 項 目及 び，各 班 の調 査内容 に関 して は，
多 少 違 い が見 られ たが ， 調査 員 が対 象 物 を見 落 と した こ

とや，調査員が 危険と感 じる も の にっ い て個人差が あ っ

た こ と等が 原 因 と考え られ る。
　 また，調査 地 域 は災 害時に危険とな り得 る箇所が 少な

く，比 較 的安 全 な 地 域だ っ た の で ，調 査 に時 間 を要 した

の は 消 火 器 の 入 力 で あ っ た 。 C 組 は 消火 器 の 管理番号・

使用期限の 入 力に 1 時 間程度を 要 した。こ れ は，画面上

の キーボ
ー

ドをペ ン で タ ッ チ して 数 値 を打 ち 込 ん で い く

作業に時間がか か っ た た めで ある 。 しか し，数値情報を

入 力す る 点 を除けば，紙地図へ 記入 した もの をパ ソ コ ン

へ 入 力 して い く作業 に 比べ ，短時間で 効率的 に ビジ ュ ァ

ル な マ ッ プを作成す る こ とが 可能で あ っ た 。

4 ．まと め

図 2A 班 の 國 査 の 結 果

　本 報で は，防 災 マ ッ プ作成支援 シ ス テ ム の 擬要及び，
豊橋市飽海町 にお い て の実鉦実験 の結果 につ い て報告を

行 っ た。実証実験 で は，rr機器 を利用 して 効 率 良 く防 災

情報を 収集 し，ビ ジ ュ アル な防災マ ッ プを作成す る こ と

が 可 能で ある と確認 で き た。

　今後の 課題 は，道 路 幅員 や 消火器 の使用期限とい っ た

数 値 情報の 入 力 を 簡易化す る こ とが挙 げ られ る。これ に

つ い て は，数値を リス ト化 し，そ の 中か ら選択する 形式

に して，数値を打ち込んで い く作業を無 くす こ とで解決

で きる と考えられる。また，今回の 実証実験 で収集した

情報 を基 に 防災性 評 価 機能を用 い，実験地域の 防災性 を

評価す る こ とで ，本 シ ス テ ムの 実用性を高め て い く必要

が あ る。ま た，本シ ス テ ム は開発段階で あ り，今後，地

震災害時，復旧復興 に役 立て られる システ ム 作りを行っ

て い く予 定で ある。　　　　　　　　　　　　　！
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